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美郷町の「まちづくり元年」と
なった平成17年度の決算のう
ち、一般会計を中心に主な事業
と決算額をお知らせします。

　平成17年度の美郷町一般会計および５つの特別会計の決
算が、９月12日に開かれた町議会定例会で認定されまし
た。
　今回認定された決算は、美郷町が発足して初めての通年
決算で、旧町村で計画・実施されてきた社会資本整備事業
のほか、合併後の旧町村間の融和を推進するために伴う事
業や、まちづくりの根幹をなす美郷町総合計画をはじめと
する各種計画の策定に伴う経費などが支出されました。

一般会計決算
経常収支比率は96.1％と悪化

　平成17年度一般会計は歳入が133億4,760万５千円、歳出
が124億9,063万５千円で、歳入歳出差引８億5,697万円の黒
字決算（翌年度への繰り越すべき財源を除いた実質収支
は、８億2,841万５千円の黒字決算）となりました。
　黒字決算の一方で経常収支比率は96.1％と、平成16年度
決算の95.5％に比べ0.6ポイント悪化した結果となりまし
た。その原因として、歳入では国が進める三位一体の改革
による地方交付税や国庫支出金の削減の影響によるところ
が大きく、歳出では平成13年度ころから年度当たりの起債
額が増加傾向にあり、その元金償還が始まったことなどが
挙げられ、今後も引き続き行財政改革を積極的に推進する
など、財政の健全化に向けて取り組む必要があります。

　　　　　　　　　経常収支比率とは

　財政構造の弾力性を判断するための指標で、税など毎年
度経常的に収入される一般財源を、人件費や扶助費、公債
費などの毎年度経常的に支出する経費にどれくらい充当し
ているかをみるものです。この比率が高くなるほど、公共
施設の整備など投資的な経費に充当する財源の余裕が少な
くなり、財政運営が厳しくなります。

特別会計決算
各会計とも歳入歳出同額または黒字決算

　特別会計とは、特定の事業を行うための歳入歳出を、一
般会計と区別して処理するための会計です。本町の場合
は、国民健康保険・老人保健・簡易水道・下水道・農業集
落排水の５つの特別会計があり、各会計とも歳入歳出同額
または黒字決算となりました。

平成17年度特別会計決算

会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険特別会計 25億200万2,374円 22億555万6,291円

老人保健特別会計 26億2,168万4,684円 26億2,168万4,684円

簡易水道事業特別会計 9億2,034万2,737円 8億9,380万7,730円

下水道事業特別会計 3億1,640万783円 3億650万5,105円

農業集落排水事業特別会計 2億1,277万8,356円 2億1,144万1,308円

合　　計 65億7,320万8,934円 62億3,899万5,118円

●学校施設環境整備事業 …………… 7,058万８千円
　　４つの小中学校で耐震診断を実施するなど、学校施
設・設備の保全と子どもたちの安全に関わる箇所につ
いて修理整備しました。

w防災訓練開催事業 ……………………170万４千円
　　千畑地区を会場に災害の予防と災害応急対策等を迅
速かつ的確に対応できるよう、行政や町民がともに災
害等の実践訓練を行い防災意識の高揚を図りました。

●ほ場整備事業支援事業 ……… １億1,705万６千円
　　町内２地区の面工事を施工するとともに、３地区の
補完工事および換地業務を行いました。

●美郷こだわり米確立支援事業 ………736万１千円
　　消費者・市場ニーズに応じた「売れる米づくり」を実
践するため、245.4ヘクタールの作付けに対して支援を
行いました。

e街なみ環境整備事業 ………………… 6,324万4千円
　　六郷地区市街地の魅力ある街なみと快適な空間を創
出し、市街地の賑わいを取り戻し、地域の活性化を促
すため、カマクラ畑を公園に整備するとともに、誘導
案内板の設置などを行いました。

●雁の里公園整備事業 …………………… 9,382万円
　　雁の里公園の施設の維持管理と利用者の利便性の向
上のため、管理休憩棟を整備しました。

r道路維持・新設改良事業 ……… 11億3,739万４千円
　　町内幹線道路の改良工事のほか、道路の維持補修、
舗装補修、除雪作業を行いました。
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（決算額は千円未満を四捨五入してあります）
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歳 出 

町債 
16億6,730万円 
（12.49%） 

町税 
13億8,451万9,334円 
（10.37%） 

国庫支出金 
9億7,521万7,208円 
（7.31%） 

教育費 
15億1,296万5,565円 
（12.11%） 

分担金及び負担金 9,361万6,271円（0.70%） 
使用料及び手数料 1億4,712万6,481円（1.10%） 
財産収入 1,810万1,561円（0.14%） 
寄付金 5万円（0.00%） 
諸収入 2億4,788万8,449円（1.86%） 
 
 
 
繰入金　7億712万1,000円（5.30%） 
 
 繰越金　11億5,974万9,810円（8.69%） 

 

 
地方譲与税　 3億9,954万円（2.99%） 
利子割交付金 670万9,000円（0.05%） 
配当割交付金 155万8,000円（0.01%） 
株式等譲渡所得割交付金 206万6,000円（0.02%） 
地方消費税交付金 1億9,313万6,000円（1.45%） 
自動車取得税交付金 9,469万6,000円（0.71%） 
地方特例交付金 4,167万5,000円（0.31%） 
交通安全対策特別交付金 453万5,000円（0.03%） 
 
 

自 

依 

存 

財 
源 

主 
財 
源 歳 入 

 

公債費 
19億3,301万1,227円 
（15.48%） 

議会費 2億1,515万3,798 円（1.72%） 
労働費 268万4,550円（0.02%） 
商工費 4億5,337万7,122円（3.63%） 
消防費 4億2,717万1,323円（3.42%） 
災害復旧費 45万4,165円（0.00%） 
諸支出金 10億9,857万4,000円（8.80%） 
予備費 0円（0.00%） 

平成17年度一般会計決算 

民生費 
20億9,860万6,350円 
（16.80%） 

土木費 
16億4,797万438円 
（13.19%） 

衛生費 
6億9,728万1,475円 
（5.58%） 

農林水産業費 
9億4,076万8,151円 
（7.53%） 

総務費 
14億6,261万6,774円 
（11.71%） 

民生費 
20億9,860万6,350円 
（16.80%） 

土木費 
16億4,797万438円 
（13.19%） 

衛生費 
6億9,728万1,475円 
（5.58%） 

農林水産業費 
9億4,076万8,151円 
（7.53%） 

総務費 
14億6,261万6,774円 
（11.71%） 

地方交付税 
55億1,061万4,000円 
（41.29%） 

県支出金 
6億9,238万6,048円 
（5.19%） 

町税 
13億8,451万9,334円 
（10.37%） 

地方交付税 
55億1,061万4,000円 
（41.29%） 

県支出金 
6億9,238万6,048円 
（5.19%） 

平成17年度

決算報告
●総合計画策定事業……………………… 241万8千円
　　町村合併後の諸課題や新たな町民ニーズに対応すべ
く、将来のまちづくりの方向性を定める美郷町総合計
画を策定しました。

●ISO14001推進事業 ………………… 260万3千円
　　六郷庁舎等で実施していたISO14001（環境マネジメン
トプログラム）に関する取り組みを、千畑・仙南庁舎
へ拡大し、職員と地域住民の環境意識の高揚を図りま
した。

●町民歌・町民憲章制定事業 ………… 71万8千円
　　地域の一体感を醸成するため町民憲章と町民歌（イ
メージソングを併せて作成）を制定しました。

q秋田わか杉国体準備費 …………………1,776万円
　　平成19年に開催される第62回国民体育大会の開催に
向け、第32回東北総合体育大会バドミントン競技会・
自転車競技会を開催したほか、各行政区に選手の歓迎
に向けたボランティア活動組織である「国体協力会」を
設置すべく説明会を実施しました。

●総合検診事業費…………………… 9,091万４千円
　　早朝総合健診を実施し、疾病の早期発見・早期治療
に寄与しました。

●はり・きゅう・マッサージ施術費助成等 … 1,036万４千円
　　満65歳以上の高齢者の健康の増進を図るため、は
り・きゅう・マッサージの施術を受ける場合の費用の
一部の助成したほか、千畑温泉保養所平日利用無料券
の助成を行いました。

●児童手当支給事業 ………………… 9,480万５千円
　出生から小学校３年生までの児童の保護者へ手当を支
給しました。

平成17年度の主な事業と決算額
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